
 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

専門家に学ぶ 
～ゲストティーチャーによる学び～ 

人権月間 パート２ 
人権教育は、子どもたちが実際の場面におい

て、「① 自他の人権を守る行動をとることがで

きる」、「② 知っているだけでなく、行動できる

ようになる」ことを目指しています。人権教育

は、すべての教育活動の基盤となるものです。 

そこで、この人権月間(11/13-12/13)を通し

て、「自分を大切にするとともに周りの人を大切

にすること」を意識し、自分事として深く考えて

ほしいと思います。 

どのようにしたら「優しさ」

「思いやり」が育つのか 
  後期の人権集会で、「相手を大切に思う言葉が

け」について話しました。 

 トラブルの際に「バカ」、「死ね」などの相手を

傷つける言葉づかいをしてしまう子どもがいま

す。言葉は、使い方によっては、「暴力」になり

ます。 

 人権月間では、そのような言葉づかいについて

考え、自分自身を振り返ることができました。 

私たち教員や親は、「人に優しくできる子ども

になってほしい」、「思いやりを持って周囲と接す

る子どもに育ってほしい」と願っています。 

それらの気持ちは、生まれた資質ではなく、育

つ環境や声かけなどで育てられるといわれていま

す。 

では、どのようにしたら「優しさ」や「思いや

り」が育つのでしょうか。 

 

①「優しさ」を育てるには「優し

さ」が教科書 
 脳科学者の黒川伊保子さんは、その著書「息

子のトリセツ」の中で、「優しい言葉」をイン

プットしなければ「優しい言葉」は出てこない

と解説しています。 

ですから、日頃から優しい言葉をかけられて

いる子は優しくなるというのです。 

例えば、「ありがとう」、「嬉しい」などのプ

ラスの気持ちを表現する言葉や、ケンカした時

などに、「くやしかったね、〇〇さんも同じ気

持ちかな」などの相手の気持ちに寄り添う言葉

などを伝えると優しさや思いやりの心が子ども

の心の中に芽生えやすくなると言われていま

す。 
参考文献：学研キッズネット「思いやりのある優しい子に育てるため

に」 

 

 

 

大人の「優しい言葉」や「思いやりのある考え

方」が、子どもの「優しさ」「思いやり」の最も

身近で真似しやすい教科書になるでしょう。 

②「優しさ」「思いやり」を育てるため

の接し方 

第１に、「人の気持ちを想像する癖をつける」とい

うことです。人に優しく接するには、相手の気持ちを

汲み取り、想像する力が必要ですが、なかなか周り

の人に感心を持つことができない子どももいます。

大人が上手に伝えることで、他の人もいろいろなこ

とを感じていると理解できるようになるでしょう。 

例えば、「今日の〇〇ちゃん、元気がなかったな

ぁ」、「〇〇くん、練習中くやしそうにしていたね」な

どと、周囲の人たちの気持ちを想像できるような言

葉がけをしていくと人の気持ちを想像する癖がつき

ます。そのうち、親（教師）が伝えなくても「きっとあ

んな気持ちだったに違いない」と想像力をめぐら

せ、人の痛みや心をおもんばかる気持ちが育ってい

きます。 

第２に、「大人が「優しさを発揮する相手になる」と

いうことです。 

子どもが優しくしてくれたら、「ありがとう」、「お

母さんうれしい」などと大げさに反応しましょう。子

どもは「人に優しくすると、喜ばれる」「共感してあげ

ると嬉しそうにする」ということを体験し、次もまた

同じような行動を取ろうとします。 

第３に、「子どもの優しさにアンテナを張る」とい

うことです。 

例えば、「交差点でおばあちゃんが困っていたか

らみんなで手伝った」、「〇〇さんが具合悪そうだっ

たから一緒に保健室に行った」などと人に優しくし

たことを話したら、「きっと、おばあちゃんも喜んで

いるよ」、「〇〇さんもいっしょについてきてもらっ

て安心したと思うよ」と、「気付き、考え、優しい行動

ができたこと」について、人に優しくすることは大切

なことというメッセージを伝えましょう。子どもの行

動、思いやりの気持ちに大人が注目することで、「大

切なことである」とイメージされ習慣化されます。そ

のためには、大人がアンテナを張り、子どもの優し

さと思いやりに敏感になる必要があります。 
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